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ふるさとを笑顔でつなぐ
６月４日（土）　河合小学校

第５回河合小学校ふるさと大運動会

綱引きで勝利し喜ぶ児童

　６月４日、河合小学校で「ふるさと大運動会」が開かれ、全
校児童47人と地域住民が参加し、総勢約 300人が競技を
楽しみ、交流を深めました。
　ふるさと大運動会は、地域全体で学校行事を盛り上げよう
と、４年前から毎年行っています。
　今年のスローガンは「ふるさとを笑顔でつなぐ運動会」。こ
のスローガンの下、紅白に分かれて綱引きやリレーなどの競
技のほか、全校児童による応援合戦、地元消防団による小型
ポンプ操法の展示などが行われました。また、最後は全員で
盆踊りを楽しみました。

地元に伝わる味覚を学ぶ
６月２日（木）　宮川小学校

みんなで楽しくお米作り
６月３日（金）　古川小学校

古川小学校で田植え体験

宮川小児童がそば打ち体験

大きな包丁でそばを打つ児童

裸足で田んぼに入り手作業で苗を植える児童

　古川小学校の５年生児童73人は６月３日、町内の田んぼで
田植え体験をしました。
　農家の田中一男さんの指導の下、児童らは５㌃の田んぼに
モチ米の苗を手で植えていきました。今後は、水の取り入れ
や稲の生長の観察を行い、稲刈りや親子で餅つきなどを行
う収穫祭、米についての発表会などを行う予定です。
　同校５年生の垣内陽香理さんは「家の近くで田植えをやっ
ているのを見て楽そうだと思っていたけど、苗を立たせて植
えるのが難しかった」と話していました。

　宮川小学校の全児童16人は６月２日、同校でそば打ち体
験を行いました。
　これは、地域の豊かな自然や文化を学ぶ体験学習活動と
して毎年行われています。今回も万波そばの会のメンバー３人
を講師に招き、そば打ちを行いました。
　児童らは会員からそば打ちの手順や道具の扱い方などを
教わった後、３グループに分かれて小麦粉２、そば粉８の二八
そばを作りました。
　同校４年生の宮前心寧さんは、「伸ばすところが難しかっ
たけど、楽しくできました」と笑顔で話していました。

神岡図書館がオープン
６月４日（土）　神岡図書館

本に親しむ憩いの場へ

テープカットでオープンを祝いました

　神岡図書館が６月４日、神岡振興事務所の１階に移転し
オープンしました。
　オープニングイベントでは、最初に神岡民謡保存会による
船津めでたや神岡音頭が行われ、山本教育長の開式の後、梶
田先生からの本の贈呈、神岡中学校生徒による吹奏楽演奏
や合唱、飛騨神岡高校生徒によるロボット模擬試合やミニ俳
句の披露など多くの催しが行われました。
　主催者あいさつで都竹市長は「図書館は地域にとって重要
な建物。神岡図書館は、本に親しむ場として、生涯学習の拠
点として、コミュニティーの中心としての憩いの場として活用
してもらいたい」と述べました。
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主
平成28年度本格予算の

主な事業の概要と
予算額を紹介します

要 事 業

平成28年度
飛騨市の本格予算

～ 元気で、あんきな、誇りの持てる　ふるさと飛騨市 ～

強みを活かした元気な飛騨市づくり
飛騨市の持てる地域資源や地元企業、商店等の力を伸ばし、交流人口を増やし、
販路を拡大する政策に取り組みます

　飛騨エゴマ（飛系アルプス１号）の生産出荷拡大補助、ブランドロゴの製作と
商標登録などを通じて、地元産品のブランド化を強化する。

【新規】 飛騨エゴマの里推進プロジェクト事業　780万円

　個人市民税の１％を原資とした「小さなまちづくり応援助成金」制度を創設
し、まちづくり活動の発表をかねたコンペ形式を取り入れるなどの工夫を行いな
がら、まちづくり活動の活性化を図る。

【新規】 小さなまちづくり応援事業　1,030万円

　「まちづくり協議会」の活動の見直しと体制強化を図るとともに、地域住民と連
携した地域活性化支援を行ってもらう「地域おこし協力隊」を新たに３人任用
し、まちづくり活動の支援や地域力の維持・強化を図る。

【拡充】 地域おこし協力隊活用事業　840万円

　飛騨市の魅力を体験できるプログラムの創出とＰＲを行う「（仮称）飛騨市体
験博」の実施に向けた体制整備を図る。

【新規】 「（仮称）飛騨市体験博」開催準備事業　400万円

　古川町中心市街地の空き店舗を活用し、外国人観光客の誘客拡大に向けて
「まちなか観光案内所」を開設する。

【拡充】 まちなか観光案内所開設事業　280万円

　古川町中心市街地の外国語を併記した観光サインを一新し、良質な町並み景
観の創出、観光客の滞在時間の延長を図る。

【拡充】 古川町中心市街地観光サイン整備事業　5,400万円

　市内の中小企業の売上げ向上に向けた寄り添い型の相談支援を行う「（仮称）飛騨市ビジネスサポートセンター」の開
設を目指し、行政・商工団体・事業者等のセミナーを開催する。

【新規】 ビジネスサポートセンター開設準備事業　160万円

　市内企業情報を魅力的に発信するため、既存の企業紹介ウェブサイトのリニューアルと、ウェブサイトと関連する高校
生向けの就職総合情報誌を作成する。

【新規】 企業就職情報発信事業　300万円

　中心市街地の賑わい創出、活性化を目指し、中心市街地で新たに２号店、３号店と店舗拡大に必要な事業費を補助する。

【新規】 中心市街地店舗拡大促進補助事業　300万円

▶
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光
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存
の
観
光
案
内
サ
イ
ン
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がんと災害の協定　調印式
６月14日（火）　市役所

更にあんきに暮らせる町を目指して

災害協定書を手にする
中川高山営業所長（左）

連携協定書を手にする
中島岐阜支社長（左）

　市は日本生命保険相互会社（日生）と「がん検診受診率向
上に関する連携協定」を、中部電力株式会社（中電）と「災害
時における復旧用前進基地の使用に関する協定」をそれぞ
れ結び、６月14日に調印式を行いました。
　日生との協定では、同社岐阜支社が行う戸別訪問の際に、
市が作成したがん検診の普及啓発用リーフレットを配布する
ことで、受診率向上を目指します。
　中電との協定では、災害発生時に市有施設の駐車場など
を災害復旧拠点として提供します。
　都竹市長は「このような協定を結ぶことができ、心強い」と
話していました。

飛騨の語り部として歴史を繋ぐ
６月９日（木）　市長室

鮎飛さん長年の活動に感謝状

感謝状を持つ鮎飛さん（左）と都竹市長

初会合であいさつする都竹市長

防災体制を強化し、市民の安全・安心へ
６月15日（水）　市役所

熊本地震における課題検討委員会が初会合

　市は６月15日、熊本地震における課題検討委員会を開き
ました。
　これは、４月に発生した同地震では、自治体の災害対策本
部の設置や避難所運営が計画通りに実施できなかった現状
を学び、市の防災対策に役立てるのが目的です。
　委員会では、被災地に派遣された市職員等の報告などに
基づいて、「飛騨市地域防災計画」と照らし合わせながら検証
しました。
　都竹市長は「各部署で課題を検討し、対応できることはす
ぐにしていきたい」と話していました。

募金は日赤を通じて被災地へと送られます

吉城高校茶道部が義援金を寄付
６月14日（火）　市長室

藤まつりでの収益金を被災地へ

　吉城高校茶道部は、５月22日に行われた「復活！安望藤
園」藤まつりで、熊本地震チャリティーと銘打ち茶席を行いま
した。
　６月14日には、部長の柚原明妃さんらが市役所を訪れ、熊
本地震の復興に役立ててもらおうと義援金１万5,267円を市
長に手渡しました。
　柚原さんは「吉高地域キラメキ（ＹＣＫ）プロジェクトの一
環として、茶道部として何かできないかと思い、今回の活動を
行った。今後も地元の高校として、地域貢献をしていきたい」
と話していました。

　飛騨の語り部として活動を続ける鮎飛定男さん（古川町三
之町）は、毎年５月に高山市高根町で開催される「野麦峠ま
つり」の会場で、かつて飛騨地域から野麦峠を越えて長野県
の製糸工場へ出稼ぎに行った女工の姿を語り続けています。
長年の活動に対し、感謝状が贈られたことを受け、６月９日
に市役所を訪れ市長に報告しました。
　都竹市長は「長年のご労苦に敬意を表するとともに、後世
に伝える語り部として、今後もご活躍願いたい」と話していま
した。
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●
補
正
予
算
財
源
の
考
え
方

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
肉

付
け
予
算
）
の
補
正
財
源
と
な
る
歳

入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
決
算
剰
余

金
や
市
税
の
上
振
れ
、
交
付
税
措
置

の
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
健

全
財
政
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
市
税

　
課
税
評
価
額
の
確
定
に
よ
り
固
定

資
産
税
３
千
万
円
の
増
、
軽
自
動
車

課
税
台
数
の
確
定
に
よ
り
５
百
万
円

の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

■
国
庫
支
出
金

　
要
望
し
て
い
た
公
共
土
木
事
業
の

国
庫
補
助
金
の
内
示
が
大
き
く
減
額

さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
１
億
４
千
４

百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

■
県
支
出
金

　
前
年
度
の
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

に
対
す
る
補
助
金
７
千
６
百
万
円
、

老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助
金

（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
事

業
費
補
助
金
）
３
千
８
百
万
円
な

ど
、
１
億
２
千
５
百
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。

■
繰
入
金

　
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
６

億
円
。
こ
れ
は
、
今
後
の
和
光
園
等

の
福
祉
施
設
整
備
財
源
に
充
て
る
た

め
、
平
成
27
年
度
決
算
剰
余
金
積
立

相
当
額
を
福
祉
事
業
基
金
に
積
み
替

え
る
も
の
で
す
。

■
市
債

　
交
付
税
措
置
の
高
い
有
利
な
起
債

を
選
択
し
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
整

備
や
古
川
町
市
街
地
観
光
サ
イ
ン
整

備
な
ど
に
合
併
特
例
債
１
億
１
千
９

百
万
円
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
生

活
道
路
等
の
改
修
な
ど
に
過
疎
対
策

事
業
債
３
千
８
百
万
円
、
消
防
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
に
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
３
千
６
百
万
円
な
ど
を
計

上
し
、
今
回
の
補
正
に
よ
る
起
債
額

は
１
億
９
千
4
3
0
万
円
の
追
加
と

な
り
、
平
成
28
年
度
起
債
予
定
額
は

16
億
２
千
3
6
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
歳
出
予
算
の
概
要

■
総
務
費

　
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
等
の
研

究
内
容
を
展
示
紹
介
す
る
施
設
整
備

に
向
け
た
調
査
・
検
討
事
業
に
１
千

２
百
万
円
、
個
人
市
民
税
の
１
％
を

目
安
と
し
た
小
さ
な
ま
ち
づ
く
り
応

援
事
業
に
１
千
万
円
、
レ
ー
ル
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
関
連
の
旧
神
岡
鉄
道

利
活
用
検
討
事
業
に
８
百
万
円
、
ま

ち
づ
く
り
支
援
や
地
域
活
性
化
支
援

の
た
め
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

に
8
百
万
円
な
ど
を
予
算
計
上
し
ま

し
た
。

■
民
生
費

　
今
後
の
和
光
園
等
の
大
型
投
資
事

業
に
備
え
る
た
め
、
福
祉
事
業
基
金

積
立
金
に
６
億
円
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
老
人
・
障
が
い
者
福
祉
施
設
の

市
内
誘
致
に
向
け
た
施
設
整
備
補
助

金
に
４
千
８
百
万
円
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
モ

デ
ル
事
業
に
３
百
万
円
、
市
内
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
夜
勤
者
処
遇
改

善
臨
時
交
付
金
な
ど
の
介
護
人
材
確

保
事
業
に
８
百
万
円
、
新
た
に
開
始

す
る
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

に
９
百
万
円
な
ど
を
予
算
計
上
し
ま

し
た
。

■
衛
生
費

　
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安

全
対
策
事
業
と
し
て
敷
地
内
へ
の
防

火
水
槽
整
備
等
9
百
万
円
な
ど
を
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
業
費

　
飛
騨
エ
ゴ
マ
の
里
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
７
百
万
円
、
安
峰
山
展
望

台
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
道
設
置
事
業
１

百
万
円
な
ど
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

■
商
工
費

　
中
小
企
業
を
全
面
的
に
支
援
す
る

（
仮
称
）
飛
騨
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
開
催
経
費
２
百
万
円
、
企
業
就

職
情
報
発
信
事
業
３
百
万
円
、
市
独

自
の
特
産
品
認
定
制
度
創
設
の
た
め

の
検
討
事
業
に
１
百
万
円
、
中
心
市

街
地
店
舗
拡
大
促
進
事
業
3
百
万

円
、
古
川
町
中
心
市
街
地
観
光
サ
イ

ン
整
備
事
業
5
千
4
百
万
円
、
池
ヶ

原
湿
原
遊
歩
道
整
備
事
業
７
千
１
百

万
円
な
ど
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

■
土
木
費

　
国
庫
補
助
事
業
の
一
部
不
採
択
に

伴
い
当
初
予
定
し
て
い
た
建
設
事
業

費
の
う
ち
２
億
６
千
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
が
、
市
単
独
建
設
事
業
を
拡

充
し
市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道

路
等
の
緊
急
整
備
事
業
に
２
億
円
、

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
等
の
研
究

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
市

道
跡
津
川
線
調
査
設
計
事
業
や
橋
梁

保
全
整
備
計
画
策
定
事
業
等
に
２
千

万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

■
消
防
費

　
飛
騨
市
民
病
院
か
ら
県
内
外
の
専

門
病
院
へ
の
救
急
患
者
の
転
院
搬
送

に
も
活
用
す
る
消
防
防
災
ヘ
リ
ポ
ー

ト
整
備
事
業
３
千
６
百
万
円
、
消
防

団
員
退
職
報
奨
金
２
千
３
百
万
円
な

ど
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

■
教
育
費

　
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
５
百
万

円
、
「
古
川
祭
の
起
し
太
鼓
・
屋
台

行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
推
進
事
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●一般会計歳入

県支出金

市債

当初予算 6月補正 補正後予算額

 特別会計 84億5,600万円 △439万円 84億5,161万円 
 国民健康保険 31億9,440万円 △466万円 31億8,974万円 
 後期高齢者医療 3億7,650万円 ー 3億7,650万円 
 介護保険 31億1,400万円 628万円 31億2,028万円 
 公共下水道事業 9億1,400万円 △300万円 9億1,100万円 
 特定環境保全公共下水道事業 1億8,500万円 △200万円 1億8,300万円 
 農村下水道事業 3億1,800万円 △100万円 3億1,700万円 
 個別排水処理施設事業 1,750万円 ー 1,750万円 
 下水道汚泥処理事業 1億5,900万円 ー 1億5,900万円 
 駐車場事業 600万円 ー 600万円 
 情報施設 1億3,500万円 ー 1億3,500万円 
 給食費 3,660万円 ー 3,660万円 

 公営企業会計 27億4,088万円 3,217万円 27億7,305万円 
 水道事業 7億7,405万円 185万円 7億7,589万円 
 国民健康保険病院事業 19億6,684万円 3,032万円 19億9,716万円 

会計区分・会計名

※四捨五入のため縦横計が一致しない場合があります

一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

会計区分 本格予算額 対前年比

２

平成28年度 
一般会計　174億5,732万円

飛騨市の本格予算

174億5,732万円

84億5,161万円

27億7,305万円

286億8,198万円

△0.9%

△4.4%

10.3%

△1.0%

　平成28年第３回飛騨市議会定例会が６月16日から開か
れ、各会計の補正予算が上程、審議され可決されました。
　当初予算は、新市長就任直後であり政策的な予算を組
み立てる時間がなかったことから「骨格予算」として編成し
ていました。
　今回、新たな市政運営を実現するための政策的経費や、
市長就任後、市内17箇所で行われた市民との意見交換会
で見出された課題のうち、早期に着手すべき事業や重点的
に実施すべき施策を中心に肉付け予算を編成しました。
　「元気で、あんきな、誇りの持てる　ふるさと飛騨市」
の創造を目指し、一般会計総額９億732万円を増額し、174
億5,732万円の本格予算となりました。

●特別会計・企業会計予算

32

34.7％

市税
33億4,900万円

（19.2％）

（0.3%）

（3.8%）

65.3％

23 2016年７月号

トロッ庫再出発
６月16日（木）　旧奥飛騨温泉口駅

神岡鉱業が機関車などを寄付

お披露目式されたトロッ庫の前で記念撮影する関係者

　レールマウンテンバイクが発着する旧奥飛騨温泉口駅の駐
車場に６月16日、かつて神岡鉱業で使われていた電気機関
車などが展示され、お披露目式が行われました。
　この機関車などは、20年以上前まで鉱山内で作業員を乗
せたトロッコを引くのに活躍しており、所有する同社が使用し
ていた機関車の利活用を図ろうと市に寄付したものです。寄
付された機関車は、レールマウンテンバイクを運営するＮＰＯ
法人「神岡・町づくりネットワーク」が管理し、駅の魅力を高
めるために、レールや枕木を敷き、展示されています。

鏡開きで20周年を祝いました

鮮やかな花色とバラの香りを楽しむ来場者

ばら園まつりが開催
６月19日（日）　香愛ローズガーデン

色とりどりのバラが来場者を魅了

　（株）飛騨ゆい河合事業部は６月19日、河合町の香愛ロー
ズガーデンで「ばら園まつり」を開きました。
　会場では、さまざまな種類のバラが見ごろを迎え観光客を
魅了したほか、ミニＳＬ体験や各種バザーなどが行われ、訪
れた方を楽しませました。
　ローズガーデンでは、６月から10月にかけて次 と々花を咲
かせ、食堂ではバラを利用した料理が楽しめます。
香愛ローズガーデン営業日
　　　　　　～７月18日（月）　通常営業（木曜日休み）
７月19日（火）～10月７日（金）　土日祝日のみ営業（平日休）
10月８日（土）～10月23日（日）　通常営業（木曜日休）

あいさつする梶田先生（左）と都竹市長

スーパーカミオカンデが観測20周年
６月17日（金）　富山市

約250人が功績をたたえる

　東京大学宇宙線研究所では６月17日、富山市のホテルでスーパーカミオカンデ（ＳＫ）観測20周年記念シンポジウムを開きました。
　このシンポジウムは、神岡町茂住地内にあるＳＫでの観測開始20周年を記念して開かれ、文部科学省、米国エネルギー省や国内
外の大学研究者等約250人が参加し、研究成果や今後の研究計画に関する講演がありました。
　開会のあいさつで同研究所所長の梶田隆章先生は「20年間無事にニュートリノ研究を進めることができたのは、関係者皆さんの
ご協力のおかげです」と感謝の意を述べました。
　その後、祝賀会が行われ、来賓あいさつで都竹市長は「日本、世界を代表する研究機関である。皆さんの研究を精一杯応援します」
と祝辞を述べました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


